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事業沿革

山側への別ルート主要構造物

所在地:
連絡先:
H　 P:

〒981-2162 宮城県伊具郡丸森町字除北20
0224-51-8290(代表)
http://www.thr.mlit.go.jp/nanbufukkou/

宮城南部復興事務所
MiyagiSouthern Reconstruction Office
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R1.10.12

第1回 国道349号未改良区間技術検討調整会議

第2回 国道349号未改良区間技術検討調整会議

第3回 国道349号未改良区間技術検討調整会議
(技術的課題の抽出及び解決策)

第1回 宮城県道路防災対策検討協議会
(地域、構造上の課題と必要性)

宮城県道路防災対策検討協議会（現地調査）

第2回 宮城県道路防災対策検討協議会
(整備目標設定(平常時・災害時）、整備方針の決定)

第3回 宮城県道路防災対策検討協議会
(概略ルート決定、優先区間の決定、技術的課題の整理)

令和元年東日本台風(台風第19号)の発災

　重要物流道路制度は、平常時・災害時を問わない安定的な輸送

を確保するため、国土交通大臣が物流上重要な路線を「重要物流

道路」として指定するものです。災害時に、地方公共団体から要請

があり、かつ道路の維持を代行することが適当であると認められる

ときは、道路啓開・災害復旧を国が代行します。

　平成31年4月1日に、全国で重要物流道路約35,000km、代替・補

完路約15,000kmが指定され、丸森町内の国道349号は、重要物流

道路の代替・補完路に指定されました。

　また、令和3年4月1日時点では、重要物流道路が約35,600km、代

替・補完路が約15,900km指定されています。

R1.10.14

R1.10.31R1.10.28

道路啓開開始
令和元年10月14日付け道路啓開の代行要請
〈道路法第48条の19第1項に基づく直轄権限代行※〉

道路啓開完了

R1.11.1

R1.12.6

R1.12.13

R3.3.24

応急復旧工事開始

応急復旧工事完了

一般交通開放
（事前通行規制区間について暫定基準適用）

現道復旧工事完了
 (事前通行規制区間について暫定基準解除)

R1.11.1 令和元年11月1日付け特定災害復旧等道路工事の要請〈大規模災害からの復興に関する法律第46条第1項に基づく直轄権限代行※〉

第1回 国道349号丸森地区防災対策技術検討会
（台風第19号による被災状況）

（仮）第1号橋 全体一般図

（仮）第2号橋 全体一般図

現道復旧山側への別ルート

国
土
交
通
省
実
施（
直
轄
権
限
代
行
）

 （仮）第1号～第3号トンネル

※直轄権限代行：地方公共団体に代わって、国土交通省が災害復旧事業等を行うこと

令和４年４月作成

宮
城
県
実
施

単位：mm

R2.1.23

R2.2.25

R2.2.26

R2.9.29～10.1

R3.1.28

R3.3.16 ～3.19

第2回 国道349号丸森地区防災対策技術検討会
（台風19号の豪雨による被災を踏まえたルート見直し）

国道349号丸森地区のバイパス整備に関する意見交
換会開催（ルートの説明）

第3回 国道349号丸森地区防災対策技術検討会
 (ルートの決定、書面開催)

国道349号「山側への別ルート」に関する意見交換会開催
（設計・用地調査説明会）

用地着手・工事着手

国道349号「山側への別ルート」の用地調査結果確認
会開催

参 考
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　特に被害の大きかった約8kmの区間は、阿武隈川に沿った急峻・狭隘な地形であり、幅員狭小箇所が断続的に続く
区間となっています。そのため、交通の安全性、土砂災害等に対する安全性、異常気象時の道路冠水に課題を抱えてい
ます。

国道34 9号の課題

国道349号の抱える課題（宮城県伊具郡丸森町耕野不動～大張川張）

交通安全性の課題

現道部は幅員が狭小で、普通自動車のすれ違いが困難な箇所が合計約3.6km(区間の45%)を占めています。
規制速度40km/hを満足できない線形不良箇所は、カーブ全114箇所のうち37箇所(区間の約32%)を占めています

土砂災害等に対する安全性の課題

台風第19号による現道の被災が29箇所で発生
時間雨量30mm、連続雨量120mmを超えた場合には通行規制を実施
H22～R1の10年間で16回の通行止めを実施

異常気象時の道路冠水の課題

阿武隈川の洪水による道路の冠水も発生

  幅員4.0m カーブの見通しが非常に悪い
幅員狭小

  幅員狭小ですれ違い困難

カーブの見通しが非常に悪い
幅員狭小

カーブの見通しが悪い箇所（例①） 幅員狭小（例②）

特に被災の大きかった区間(現道延長 約8km)
山側への別ルート 6.0km

T’15=1,986 台/12h・2,423 台/24h

T’15=185 台/
12h・220 台/24h

T’15=932 台/12h・1,109 台/24h

T’15=879 台/12h・1,116 台/24h

カーブの見通しの悪い箇所例①

幅員狭小例②
T’15=8,513 台/12h・10,641 台/24h

T’15=8,286台/
12h・10,358 台/24h

国道349号直轄権限代行区間 延長約14km
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　国道349号は、茨城県水戸市から福島県伊達市を経由し、宮城県柴田町を結ぶ約260kmの幹線道路です。こ
のうち丸森町内の当該路線は、平成31年4月1日より、重要物流道路の代替・補完路に指定されています。
　宮城県伊具郡丸森町耕野不動～舘矢間山田間の約14kmの区間（宮城県管理）は、令和元年東日本台風（台
風第19号）により被災したため、国土交通省の権限代行により災害復旧事業を実施しています。丸森町耕野不動
～大張川張間の約8kmの区間は特に被害が大きく、また国道349号が抱えている課題も大きいことから、大規模
災害からの復興に関する法律に基づき、再度災害防止のため山側への別ルートを整備します。

事業概要
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異常気象時
事前通行規制区間 5.3km

   線形不良箇所
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被災箇所

　国道349号は、台風第19号により法面崩壊や路肩決壊などの被害（29箇所）を受け、約14kmの区間は全面通行止め
となりました。国土交通省では、宮城県からの要請により、道路啓開・災害復旧事業に着手し、令和3年3月24日に現道
の復旧工事が完了しています。

台風第19号の被災・現道復旧状況

被災状況❶ 被災状況❷

被災状況❸ 被災状況❹ 被災状況❺

復旧状況❶ 復旧状況❷

復旧状況❸ 復旧状況❹ 復旧状況❺

T’15=1,986 台/12h・2,423 台/24h

T’15=185 台/
12h・220 台/24h

T’15=932 台/12h・1,109 台/24h

T’15=8,513 台/12h・10,641 台/24h
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被災状況❶

被災状況❸

国道349号直轄権限代行区間 延長約14km
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T’15=879 台/12h・1,116 台/24h

被災状況❷
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区間となっています。そのため、交通の安全性、土砂災害等に対する安全性、異常気象時の道路冠水に課題を抱えてい
ます。

国道34 9号の課題

国道349号の抱える課題（宮城県伊具郡丸森町耕野不動～大張川張）

交通安全性の課題

現道部は幅員が狭小で、普通自動車のすれ違いが困難な箇所が合計約3.6km(区間の45%)を占めています。
規制速度40km/hを満足できない線形不良箇所は、カーブ全114箇所のうち37箇所(区間の約32%)を占めています

土砂災害等に対する安全性の課題

台風第19号による現道の被災が29箇所で発生
時間雨量30mm、連続雨量120mmを超えた場合には通行規制を実施
H22～R1の10年間で16回の通行止めを実施

異常気象時の道路冠水の課題

阿武隈川の洪水による道路の冠水も発生

  幅員4.0m カーブの見通しが非常に悪い
幅員狭小

  幅員狭小ですれ違い困難

カーブの見通しが非常に悪い
幅員狭小

カーブの見通しが悪い箇所（例①） 幅員狭小（例②）

特に被災の大きかった区間(現道延長 約8km)
山側への別ルート 6.0km

T’15=1,986 台/12h・2,423 台/24h
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カーブの見通しの悪い箇所例①

幅員狭小例②
T’15=8,513 台/12h・10,641 台/24h
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　国道349号は、茨城県水戸市から福島県伊達市を経由し、宮城県柴田町を結ぶ約260kmの幹線道路です。こ
のうち丸森町内の当該路線は、平成31年4月1日より、重要物流道路の代替・補完路に指定されています。
　宮城県伊具郡丸森町耕野不動～舘矢間山田間の約14kmの区間（宮城県管理）は、令和元年東日本台風（台
風第19号）により被災したため、国土交通省の権限代行により災害復旧事業を実施しています。丸森町耕野不動
～大張川張間の約8kmの区間は特に被害が大きく、また国道349号が抱えている課題も大きいことから、大規模
災害からの復興に関する法律に基づき、再度災害防止のため山側への別ルートを整備します。
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異常気象時
事前通行規制区間 5.3km
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山側への別ルート 6.0km

整備断面②

整備断面③
整備断面①

現道活用区間

完成イメージ①

完成イメージ②

山側への別ルート概要

縦断計画

平面計画
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山側への別ルート

浸水時水位

現道
県道川前白石線

1.2％

・路　線　名
・起　　　点

・終　　　点

・計 画 延 長

・計画交通量
・道 路 規 格
・設 計 速 度
・車　線　数

：国道349号
：宮城県伊具郡
 丸森町耕野不動
：宮城県伊具郡
 丸森町大張川張
：L=6.0km
 （現道延長 L=約8km）
：1,700台/日
：第3種第3級
：V=50km/h
：2車線

標準断面図

土工部

トンネル部 橋梁部

7.5m
3.0m3.0m0.75m 0.75m

7.5m4.7
m

3.0m3.0m0.75m 0.75m
7.5m

3.0m3.0m0.75m 0.75m

※山側への別ルート整備イメージ

阿
武
隈
川

国
道
34
9号
現
道

山側への別ルート整備計画
　特に被害が大きく、抱えている課題も大きい約8kmの区間は、課題解消のため山側への別ルートで本復旧を進めま
す。山側への別ルートは、山地部をトンネルで整備し、平地部は橋梁・盛土により高台へ整備することで安全安心なル
ートを確保できるよう計画しています。

山側への別ルート
盛土・橋梁整備により、道路冠水を回避
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山側への別ルート 6.0km

整備断面②

整備断面③
整備断面①

現道活用区間

完成イメージ①

完成イメージ②

山側への別ルート概要

縦断計画

平面計画
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山側への別ルート

浸水時水位

現道
県道川前白石線

1.2％

・路　線　名
・起　　　点

・終　　　点

・計 画 延 長

・計画交通量
・道 路 規 格
・設 計 速 度
・車　線　数

：国道349号
：宮城県伊具郡
 丸森町耕野不動
：宮城県伊具郡
 丸森町大張川張
：L=6.0km
 （現道延長 L=約8km）
：1,700台/日
：第3種第3級
：V=50km/h
：2車線

標準断面図

土工部

トンネル部 橋梁部
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※山側への別ルート整備イメージ
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山側への別ルート整備計画
　特に被害が大きく、抱えている課題も大きい約8kmの区間は、課題解消のため山側への別ルートで本復旧を進めま
す。山側への別ルートは、山地部をトンネルで整備し、平地部は橋梁・盛土により高台へ整備することで安全安心なル
ートを確保できるよう計画しています。

山側への別ルート
盛土・橋梁整備により、道路冠水を回避
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国道349号

▽  36.9m

令和元年
台風第19号
浸水時水位
▽41.2m

山側への別ルート
（トンネル部）

阿武隈川

▽　54.4m

凡例

現道

事業中

浸水範囲

被災箇所

曲率R=60以下（急カーブ）

幅員5.5m 未満区間

完成イメージ③

阿武隈川

国道349号

山側への別ルート
（橋梁部）

▽  36.5m

▽    54.0m
令和元年
台風第19号
浸水時水位
▽38.3m

国道349号

山側への別ルート
（土工部）

阿武隈川

令和元年
台風第19号
浸水時水位
▽38.2m

▽  33.8m

▽　47.5m

整備断面① トンネル部

整備断面③ 土工部(明り部)

交通安全性の向上

完全2車線整備により、幅員狭小箇所は解消
⇒幅員は7.5mとなり幅員狭小箇所は解消、
規制速度を満足しない線形不良箇所も解消
され、交通安全性が向上

異常気象時の道路冠水の回避

山側への別ルートは、高台へ整備
⇒盛土・橋梁整備により、道路冠水を回避

山
側
へ
の
別
ル
ー
ト
整
備

土砂災害等に対する安全性の向上

山地部はトンネルにて整備 
⇒落石・崩壊箇所や土石流危険箇所は、
トンネル整備（3区間、合計3.8km）により
土砂災害等に対する安全性が向上
異常気象時の通行規制が解消

山側への別ルート完成イメージ

完成イメージ③:(仮)第3号トンネル

 完成イメージ①:(仮)第2号橋

山側への別ルートによる整備効果
　山側への別ルートで本復旧を進めることにより、国道349号が抱えて
いる交通の安全性、土砂災害等に対する安全性、異常気象時の道路冠水
の課題が解消されます。

完成イメージ②:土工部

整 備 断 面 計 画

整備断面② 橋梁部

羽出庭大橋

（仮）第3号トンネル
1893m

（仮）第3号橋
37m

町道舘川前線町道沼滝ノ上線

1.1％
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事業沿革

山側への別ルート主要構造物

所在地:
連絡先:
H　 P:

〒981-2162 宮城県伊具郡丸森町字除北20
0224-51-8290(代表)
http://www.thr.mlit.go.jp/nanbufukkou/

宮城南部復興事務所
MiyagiSouthern Reconstruction Office

事務所情報

H27.2.17 

H27.10.23

H29.3.30

H29.12.27

H30.3.29

H30.9.12
 

H30.11.28

R1.10.12

第1回 国道349号未改良区間技術検討調整会議

第2回 国道349号未改良区間技術検討調整会議

第3回 国道349号未改良区間技術検討調整会議
(技術的課題の抽出及び解決策)

第1回 宮城県道路防災対策検討協議会
(地域、構造上の課題と必要性)

宮城県道路防災対策検討協議会（現地調査）

第2回 宮城県道路防災対策検討協議会
(整備目標設定(平常時・災害時）、整備方針の決定)

第3回 宮城県道路防災対策検討協議会
(概略ルート決定、優先区間の決定、技術的課題の整理)

令和元年東日本台風(台風第19号)の発災

　重要物流道路制度は、平常時・災害時を問わない安定的な輸送

を確保するため、国土交通大臣が物流上重要な路線を「重要物流

道路」として指定するものです。災害時に、地方公共団体から要請

があり、かつ道路の維持を代行することが適当であると認められる

ときは、道路啓開・災害復旧を国が代行します。

　平成31年4月1日に、全国で重要物流道路約35,000km、代替・補

完路約15,000kmが指定され、丸森町内の国道349号は、重要物流

道路の代替・補完路に指定されました。

　また、令和3年4月1日時点では、重要物流道路が約35,600km、代

替・補完路が約15,900km指定されています。

R1.10.14

R1.10.31R1.10.28

道路啓開開始
令和元年10月14日付け道路啓開の代行要請
〈道路法第48条の19第1項に基づく直轄権限代行※〉

道路啓開完了

R1.11.1

R1.12.6

R1.12.13

R3.3.24

応急復旧工事開始

応急復旧工事完了

一般交通開放
（事前通行規制区間について暫定基準適用）

現道復旧工事完了
 (事前通行規制区間について暫定基準解除)

R1.11.1 令和元年11月1日付け特定災害復旧等道路工事の要請〈大規模災害からの復興に関する法律第46条第1項に基づく直轄権限代行※〉

第1回 国道349号丸森地区防災対策技術検討会
（台風第19号による被災状況）

（仮）第1号橋 全体一般図

（仮）第2号橋 全体一般図

現道復旧山側への別ルート

国
土
交
通
省
実
施（
直
轄
権
限
代
行
）

 （仮）第1号～第3号トンネル

※直轄権限代行：地方公共団体に代わって、国土交通省が災害復旧事業等を行うこと

令和４年４月作成

宮
城
県
実
施

単位：mm

R2.1.23

R2.2.25

R2.2.26

R2.9.29～10.1

R3.1.28

R3.3.16 ～3.19

第2回 国道349号丸森地区防災対策技術検討会
（台風19号の豪雨による被災を踏まえたルート見直し）

国道349号丸森地区のバイパス整備に関する意見交
換会開催（ルートの説明）

第3回 国道349号丸森地区防災対策技術検討会
 (ルートの決定、書面開催)

国道349号「山側への別ルート」に関する意見交換会開催
（設計・用地調査説明会）

用地着手・工事着手

国道349号「山側への別ルート」の用地調査結果確認
会開催
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被災箇所

　国道349号は、台風第19号により法面崩壊や路肩決壊などの被害（29箇所）を受け、約14kmの区間は全面通行止め
となりました。国土交通省では、宮城県からの要請により、道路啓開・災害復旧事業に着手し、令和3年3月24日に現道
の復旧工事が完了しています。

台風第19号の被災・現道復旧状況

被災状況❶ 被災状況❷

被災状況❸ 被災状況❹ 被災状況❺

復旧状況❶ 復旧状況❷

復旧状況❸ 復旧状況❹ 復旧状況❺

T’15=1,986 台/12h・2,423 台/24h

T’15=185 台/
12h・220 台/24h

T’15=932 台/12h・1,109 台/24h

T’15=8,513 台/12h・10,641 台/24h

T’15=8,286台/
12h・10,358 台/24h

被災状況❶

被災状況❸

国道349号直轄権限代行区間 延長約14km
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被災状況❹
被災状況❺

T’15=879 台/12h・1,116 台/24h

被災状況❷


